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創
立
50
周
年
を
迎
え
た
当
協
会

は
、
平
成
26
年
文
化
の
日
表
彰
（
教

育
文
化
功
労
）
を
受
賞
し
た
。
授
賞

理
由
は
「
多
年
に
わ
た
り
芸
術
文
化

に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
本
県
の
芸

術
文
化
界
を
纏
め
、
牽
引
し
、
本
県

に
お
け
る
芸
術
文
化
の
発
展
と
振
興

に
寄
与
し
た
」
功
績
に
よ
る
。

　

昨
年
10
月
30
日
に
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
行
わ
れ
た
表
彰

式
に
は
大
場
尚
文
理
事
長
と
雫
石
隆

子
執
行
理
事
が
出
席
し
、
大
場
理
事

長
が
村
井
嘉
浩
知
事
か
ら
表
彰
状
を

受
け
取
っ
た
。

　

創
立
50
周
年
の
宮
城
県
芸
術
協
会

に
ま
た
一
つ
、
大
き
な
勲
章
―
。
第

64
回
（
２
０
１
４
年
度
）
河
北
文
化

賞
が
当
協
会
に
贈
ら
れ
、
河
北
新
報
創

刊
記
念
日
の
１
月
17
日
、
仙
台
市
青

葉
区
の
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

た
贈
呈
式
で
、
東
北
各
界
か
ら
の
約

350
人
の
出
席
者
か
ら
祝
福
を
受
け
た
。

　

河
北
文
化
賞
は
東
北
の
学
術
、
芸

術
、
体
育
、
産
業
、
社
会
活
動
の
各

分
野
で
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
、
東
北

の
発
展
に
尽
く
し
た
個
人
・
団
体
に

贈
ら
れ
る
。
今
年
の
受
賞
者
は
、
当

協
会
の
ほ
か
、
２
０
１
４
年
ソ
チ
五

輪
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
仙
台
市
出
身
の
羽

生
結
弦
選
手
ら
個
人
4
人
。

　

当
協
会
は
１
９
６
４
年
の
設
立
以

来
、「
芸
術
は
個
人
の
問
題
」
と
の

理
念
を
堅
持
。
個
人
参
加
を
原
則
と

し
た
在
野
精
神
を
50
年
間
貫
き
通

し
、
２
０
１
３
年
に
公
益
社
団
法
人

の
認
可
を
受
け
た
後
も
宮
城
県
、
ひ

い
て
は
東
北
の
芸
術
文
化
の
興
隆
の

た
め
の
奉
仕
者
と
し
て
活
動
し
て
き

た
。
こ
の
点
が
高
い
評
価
を
得
て
、

今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
当
協
会
か
ら
大
場

尚
文
理
事
長
と
雫
石
隆
子
執
行
理
事

が
出
席
。
河
北
文
化
事
業
団
に
よ
る

審
査
経
過
の
報
告
に
続
い
て
、
受
賞

者
に
本
賞
の
賞
牌
と
副
賞
の
金
一
封

が
贈
ら
れ
た
。

　

大
場
理
事
長
は
受
賞
後
の
ス
ピ
ー

チ
で
「
創
立
時
の
気
高
い
志
を
持
ち

続
け
、
郷
土
の
芸
術
文
化
振
興
の
奉

仕
者
と
し
て
今
後
も
芸
術
活
動
を
通

し
た
社
会
貢
献
に
取
り
組
み
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

式
後
の
茶
話
会
で
は
、
推
挙
者
で

あ
る
宮
城
県
知
事
代
理
の
若
生
正
博

副
知
事
か
ら
、
当
協
会
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
に
対
す
る
賛
辞
と
今
後
へ
の

期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。

秋
に
は
文
化
の
日
表
彰
も
受
賞

半世紀の活動に大きな栄誉
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平
成
26
年
９
月
26
日
、
せ
ん
だ
い

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
会
場
に
開
幕
し

た
第
51
回
宮
城
県
芸
術
祭
は
、
多
く

の
成
果
を
挙
げ
て
11
月
27
日
、
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
閉
会
式

を
行
っ
た
。

　

当
日
は
各
賞
の
受
賞
者
を
は
じ

め
、
芸
術
協
会
の
会
員
、
主
催
団
体

関
係
者
、
来
賓
ら
約
２
９
０
人
が
出

席
し
た
。

　

芸
術
祭
会
長
の
大
場
尚
文
宮
城
県

芸
術
協
会
理
事
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ

で
ス
タ
ー
ト
。
大
場
会
長
は
「
９
月

26
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
芸
術
祭
は
、

県
・
市
民
と
楽
し
く
交
流
の
出
来
た

２
カ
月
間
だ
っ
た
。
絵
画
、
彫
刻
、

写
真
の
公
募
展
が
定
着
し
、
今
年
は

文
芸
の
公
募
や
、
華
道
部
の
活
動
な

ど
で
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。
芸

協
の
目
指
す
芸
術
文
化
の
継
承
に
真

摯
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
文
化
地
域

を
共
に
作
り
上
げ
て
行
こ
う
」
と
述

べ
た
。

　

引
き
続
き
芸
術
祭
名
誉
会
長
・
奥

山
恵
美
子
仙
台
市
長
の
挨
拶（
代
読
）

が
あ
り
、
主
催
七
団
体
代
表
者
、
来

賓
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
各
受
賞
者
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
67
人
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
た
。

　

ま
た
、
宮
城
県
芸
術
協
会
功
績
者

27
人
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
大
場
理
事

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
た
。

　

こ
の
あ
と
地
域
文
化
功
労
者
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
た
二
人
の
会

員
と
、
宮
城
県
文
化
の
日
表
彰
（
教

育
文
化
功
労
）
を
受
け
た
四
人
の
会

員
が
紹
介
さ
れ
、
大
場
理
事
長
か
ら

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

祝
宴
は
一
力
雅
彦
河
北
新
報
社
代

表
取
締
役
社
長
の
挨
拶
（
代
読
）
で

ス
タ
ー
ト
。
各
部
門
を
超
え
て
の
歓

談
で
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
華
や

か
で
有
益
な
２
時
間
で
あ
っ
た
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
の
創
立
50
周
年
記
念
事
業

「
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
Ⅳ
」、「
半
世

紀
の
精
華
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

大
規
模
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
公
演
と
な
り
、
満

場
の
喝
采
を
浴
び
ま

し
た
。
観
客
は
満
足

感
、
出
演
者
は
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
た
素
晴
ら
し
い

事
業
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
芸

協
の
50
年
に
わ
た
る

活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
10
月
に
宮
城

県
の
文
化
の
日
表

彰
（
教
育
文
化
功

労
）
を
受
賞
し
た
の

に
続
き
、
年
末
に
は

河
北
文
化
賞
の
受
賞

が
決
ま
り
、
思
い
が

け
な
い
「
名
誉
あ
る
恩
典
」
に
浴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
創

立
以
来
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て

「
無
私
の
情
熱
」
で
芸
術
文
化
の
振

興
に
努
め
て
き
た
成
果
の
賜
で
あ
り

ま
す
。
諸
先
輩
に
あ
ら
た
め
て
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
と
栄

誉
を
喜
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
未
年
。「
未
」
と
い
う
字

に
は
「
発
展
」
と
か
「
無
限
の
可
能

性
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
芸
協
も
今
年
は
100
周

年
に
向
け
て
、
新
た

な
一
歩
を
力
強
く
踏

み
出
す
年
に
し
た
い

も
の
で
す
。

　

芸
協
の
活
性
化
と

言
え
ば
事
業
の
拡
大

を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち

で
す
が
、
大
き
く
飛

躍
す
る
た
め
に
は
、

現
在
の
事
業
を
し
っ

か
り
と
見
つ
め
直

し
、
足
元
を
よ
り
強

固
な
も
の
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
事

業
の
拡
大
に
よ
る
質

的
低
下
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
事
業

を
丹
念
に
磨
き
上
げ

る
こ
と
こ
そ
が
、
新

た
な
発
展
の
大
い
な
る
推
進
力
に
な

る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
で
実

り
豊
か
な
未
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　

芸
術
祭
閉
会
式
で
は
、
華
道
部
４

人
、
洋
楽
部
２
人
、
邦
楽
部
10
人
、

茶
道
部
11
人
の
計
27
人
の
会
員
が
功

績
者
表
彰
を
受
け
た
。
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

［
華
道
部
］
髙
橋
香
風
（
小
原
流
）

西
村
一
観
（
清
泉
古
流
）
三
塚
雅
光

（
草
月
流
）
勝
野
一
京
（
本
原
遠
州

流
）

［
洋
楽
部
］
鶴
岡
た
み
子
、
若
生
智
彦

［
邦
楽
部
］
岩
崎
郷
山
、遠
藤
操
馨
、

大
竹
琮
園
、
鎌
田
呂
霊
、
三
浦
韻
山

（
三
曲
）、
杵
家
七
可
穂
、
杵
家
七

可
藍
、
杵
家
弥
登
綾
、
小
野
徳
子
、

丸
子
玲
子
（
長
唄
）

［
茶
道
部
］
小
田
宗
英
、
櫛
田
宗
千
、

高
橋
宗
葉
（
表
千
家
）
菊
池
宗
篤
、

田
村
宗
京
（
裏
千
家
）
星
清
華
（
三

彩
流
）
庄
司
宗
時
、
嶺
岸
宗
誠
（
宗

流
）
大
友
南
芳
、
鈴
木
南
知
（
織

田
流
）三
浦
仙
陽（
大
日
本
茶
道
学
会
）

第51回宮城県芸術祭来場者数
事　　業　　名 来場者数

開会式 75
華道展 2,905
写真展・写真公募展 2,533
彫刻展・彫刻公募展 2,689
書道展 3,703
工芸展 1,742
絵画展（公募の部） 2,689
絵画展（会員展） 6,387
絵画展（役員50周年企画） 3,192
芸術ふれあい広場Ⅳ 720
文学散歩 41
長唄演奏会 205
茶会 3,983
文芸祭 119
音楽会 529
工芸展柴田展 420
絵画・書道展東松島展 423
閉会式 288

参 加 行 事
事　　業　　名 来場者数

第58回仙台三曲協会定期演奏会 336
第45回洋舞公演 1,064

第
51
回
宮
城
県
芸
術
祭
が
閉
幕

公
募
展
も
定
着
し
大
き
な
成
果

功
績
者
27
人
を
表
彰

「新たな一歩を力強く」

宮城県芸術協会理事長　

大場　尚文
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第
51
回
宮
城
県
芸
術
祭
受
賞
者（
会
員
）

部　　　門 作　　品　　名 氏　　　　　名
宮 城 県 芸 術 祭 賞 彫 刻 部 メ ル ト ダ ウ ン 早　坂　　　修 （大崎市）

写 真 部 Q u i e t  L i g h t 小 出 一 郎 （大崎市）
工 芸 部 蒼 空 （陶　芸） 大 江 文 彦 （仙台市）
書 道 部 佐 藤 慶 子 の う た（近代詩文） 栁　　　由美子 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 春 も み じ 佐々木　智　朗 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 雨 音 其　田　　　章 （仙台市）
文 芸 部 初夏・蝶　－　生者は死者の湖である（詩） 前 原 正 治 （利府町）

宮 城 県 知 事 賞 彫 刻 部 B O L E R O 永　倉　香名子 （仙台市）
写 真 部 郷 愁 渡　部　うめ子 （仙台市）
工 芸 部 線 文 象 嵌 焼 締 壺（陶　芸） 島　見　美由紀 （岩沼市）
書 道 部 は る さ れ ば …（か　な） 西 條 玉 静 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 遠 き 想 い 三　浦　　　孝 （大崎市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 荒 れ た 林 和 田 三 夫 （仙台市）
文 芸 部 か げ ろ う の 約 束　 （詩）　 吉 田 秀 三 （仙台市）
文 芸 部 棕 櫚 の 木 （短　歌） 鈴 木 昱 子 （仙台市）
文 芸 部 天 の 川 （俳　句） 畑 中 次 郎 （仙台市）
文 芸 部 黄 昏 の 慕 情（川　柳） 唐　木　ひさ子 （仙台市）
文 芸 部 天明の飢饉の後で-大番士宇津志八右衛門の場合-（小説） 宇津志　勇　三 （仙台市）

仙 台 市 長 賞 書 道 部 騎 虎 之 勢 （篆　刻） 村 山 柳 雅 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 深 気 新 藤 圭 一 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） p r o l o g u e 鈴 木 千 津 （石巻市）

河 北 新 報 社 賞 彫 刻 部 青 春 の 道 標 赤 井 靖 武 （塩竈市）
写 真 部 惜 春 竹　内　加代子 （石巻市）
工 芸 部 夢 を み る （染　織） 桑　原　惠美子 （仙台市）
書 道 部 呉 鼎 芳 の 詩（漢　字） 無 着 孝 章 （名取市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 朝 な 朝 な 橋 本 道 代 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 遙 か 小　野　由貴子 （仙台市）
文 芸 部 Ｍ サ イ ズ （川　柳） 岩 渕 た か （仙台市）

宮城県教育委員会教育長賞 工 芸 部 有線七宝幾何文水指（七　宝） 髙　橋　とも子 （仙台市）
書 道 部 希 光 （墨　象） 伊 澤 香 雨 （石巻市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） ELEMENTS-生起・内観・輪廻 齋 藤 正 和 （仙台市）

宮城県教育委員会教育長新人賞 工 芸 部 結 晶 釉 花 入（陶　芸） 加　藤　　　晋 （仙台市）
書 道 部 羊 士 諤 詩 （漢　字） 末 永 瑞 鳳 （東松島市）
書 道 部 水 離 る （近代詩文） 小　嶋　カズ子 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 時 河 野 尚 枝 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） L a n d s c a p e 町 田 美 野 （名取市）

仙台市教育委員会教育長賞 書 道 部 極 （少　字） 尾 形 澄 神 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） u n - t i t l e d 本　田　　　崇 （大河原町）

宮城県議会議長賞 書 道 部 季 頎 詩 （漢　字） 奈須野　青　蘭 （栗原市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 残 像「 過 去・ 現 在・ 未 来 」 安 達 吉 男 （仙台市）

仙台市議会議長賞 書 道 部 秋 日 （漢　字） 熊 谷 鳳 苑 （石巻市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 室 内 風 景 林　　　しづ子 （仙台市）

公益財団法人宮城県文化振興財団賞 写 真 部 立 華 風 体 吾 妻 克 美 （大河原町）
工 芸 部 雫 （陶　芸） 佐 藤 英 子 （仙台市）
書 道 部 近 作 二 顆 （篆　刻） 藤 野 秀 一 （多賀城市）
書 道 部 宗 左 近 の 詩 か ら（近代詩文） 大　友　きか子 （名取市）
書 道 部 空 （ ク ウ ）（墨　象） 大 内 翠 峰 （涌谷町）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 森 の ス テ ー ジ 其 田 マ サ （仙台市）
文 芸 部 余 苗 （俳　句） 赤　間　　　学 （仙台市）

公益財団法人カメイ社会教育振興財団賞 絵 画 部（ 日 本 画 ） 一 隅 佐 藤 松 子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 刻 は 巡 る 堀 井 明 美 （仙台市）

菅 野 美 術 館 賞 彫 刻 部 女 ２ ０ １ ４ 板　持　　　彰 （仙台市）
門 伝 勝 太 郎 賞 書 道 部 透 徹 （少　字） 横 山 桂 子 （仙台市）

絵 画 部（ 洋　 画 ） 甦 る 記 憶 － 美 し い 時 間 松 宮 榮 典 （仙台市）
宮城県芸術祭奨励賞 写 真 部 闇 夜 の 葦 昆　野　三津男 （気仙沼市）

写 真 部 百 樹 晩 秋 西　條　きみ子 （仙台市）
書 道 部 厲 鶚 詩　 冷 泉 （漢　字） 泉　　　承　山 （仙台市）
書 道 部 燉 煌 （近代詩文） 佐々木　一　峰 （大崎市）
書 道 部 雑詩二首（朱彝尊詩）（漢　字） 佐々木　芝　翠 （仙台市）
書 道 部 袁 宏 道 詩 （漢　字） 佐 藤 象 雲 （仙台市）
書 道 部 重 い 火 （近代詩文） 鈴 木 承 琳 （仙台市）
書 道 部 と お く （墨　象） 西 舘 四 草 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 風 の 譜 ― 序 曲 ― 佐 野 福 代 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 無 題 伊 藤 宏 子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） あ る 日、 あ る と き 大　西　ちい子 （仙台市）
文 芸 部 何 処 へ （短　歌） 塔 原 武 夫 （仙台市）

宮 地 房 江 賞 工 芸 部 草 木 染 着 物“浦 波”（染　織） 安 倍　 ま ゆ み （仙台市）
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宮
城
県
芸
術
協
会
・
宮
城
県
民
会

館
創
立
50
周
年
連
携
事
業
と
し
て
、

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
文
化
振
興
財

団
・
韓
国
芸
術
文
化
団
体
総
連
合
会

大
邱
広
域
市
連
合
会
と
の
共
催
に
よ

る
「
半
世
紀
の
精
華
」
が
11
月
１
日
、

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で

開
催
さ
れ
た
。

　

公
演
の
第
一
部
で
は
芸
術
家
集
団

の
誕
生
と
題
し
て
日
本
舞
踊
、長
唄
、

尺
八
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
と

ピ
ア
ノ
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

　

個
性
の
表
出
と
題
し
た
第
二
部
で

は
、躍
動
感
あ
ふ
れ
る
バ
レ
エ
や
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
な
ど

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

　

第
三
部
で
は
国
内
外
へ
の
貢
献
／

仙
台
・
大
邱
国
際
交
流
～
出
会
い
、

今
こ
の
瞬
間
～
と
題
し
て
、
大
邱
訪

問
団
に
よ
る
迫
力
あ
る
現
代
舞
踊
や

音
楽
演
奏
が
記
念
事
業
に
華
を
添
え

た
。

　

第
四
部
で
は
大
震
災
を
乗
り
越
え

て
～
希
望
の
ひ
か
り
と
生
き
る
歓
び

～
と
題
し
て
、
混
声
合
唱
組
曲
「
希

望
の
灯
火
」
が
今
回
の
た
め
に
編
成

さ
れ
た
50
周
年
記
念
合
唱
団
、
50
周

年
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
演

奏
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
文
芸
部
に

よ
る
朗
読
も
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
50
周
年
記
念
委
嘱

作
品
と
し
て
文
芸
部
の
原
田
勇
男
会

員
が
作
詞
し
、
洋
楽
部
の
吉
川
和
夫

会
員
が
作
曲
し
た
宮
城
県
芸
術
協
会

50
周
年
記
念
賛
歌
「
し
な
や
か
な
心

で
」
の
大
合
唱
が
会
場
を
覆
っ
た
。

　

四
部
構
成
の
公
演
は
４
時
間
に
及

び
、８
８
５
名
の
観
衆
を
魅
了
し
た
。

　

公
演
終
了
後
、
仙
台
市
青
葉
区
の

「
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
仙
台
青
葉
通
り
」

で
、
柳
瑩
佑
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

16
名
の
大
邱
訪
問
団
と
芸
術
協
会
会

員
と
の
交
流
懇
親
会
が
和
や
か
に
行

わ
れ
た
。

　

昨
年
10
月
31
日
、
当
協
会
と
芸
術

交
流
を
続
け
て
い
る
韓
国
芸
術
文
化

団
体
総
連
合
会
大
邱
広
域
市
連
合
会

の
訪
問
団
16
人
が
来
仙
。
翌
11
月
１

日
に
は
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

宮
城
で
催
さ
れ
た
芸
協
創
立
50
周
年

記
念
事
業
を
兼
ね
た
交
流
公
演
「
半

世
紀
の
精
華
」
に
出
演
し
た
。

　

大
邱
訪
問
団
の
公
演
は
「
半
世
紀

の
精
華
」
の
第
三
部
に
組
み
込
ま
れ
、

素
晴
ら
し
い
現
代
舞
踊
や
圧
倒
的
な

声
量
を
誇
る
声
楽
、
軽
快
な
サ
ク
ソ

ホ
ン
の
演
奏
で
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

ま
た
、
公
演
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
交
流
協
議
で
は
、
平
成
27
、
28
年

度
は
「
絵
画
・
写
真
展
」
で
の
交
流

と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
大
場
尚
文

理
事
長
と
大
邱
の
柳
瑩
佑
会
長
が
協

定
書
を
取
り
交
わ
し
た
。

　

訪
問
団
一
行
は
、
公
演
翌
日
の
11

月
2
日
に
特
別
名
勝
松
島
や
韓
国
と

ゆ
か
り
の
深
い
涌
谷
町
の
天
平
ろ
ま

ん
館
を
訪
れ
、
３
日
に
帰
国
し
た
。

　

定
禅
寺
通
り
が
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン

ト
で
賑
わ
う
昨
年
12
月
、
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
絵
画
展
と

写
真
展
が
開
催
さ
れ
た
。
当
協
会
と

県
民
会
館
が
と
も
に
創
立
50
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
両
団
体
が

連
携
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
光
の

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
見
に
来
た
方
々
に

も
気
楽
に
芸
術
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
、
午
後
八
時
ま
で
開
館
し
た
。

　

写
真
展
は
一
般
公
募
作
品
に
よ
る

「
定
禅
寺
通
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

展
」
で
、12
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
。

　

絵
画
展
は
「
第
51
回
芸
術
祭
絵
画

展
受
賞
者
展
・
20
代
新
鋭
作
家
に
よ

る
絵
画
展
」
と
し
て
、
12
月
19
日
か

ら
25
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来

場
者
が
観
覧
し
た
。

芸
協
・
県
民
会
館
創
立
50
周
年
連
携
事
業

盛
大
に
「
半
世
紀
の
精
華
」

来
年
度
は
絵
画
・
写
真
展
大
邱
と
の

交
流
事
業

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
合
わ
せ

写
真
展
や
絵
画
展
も

幕開けとなった邦楽部と舞踊部による「越後獅子」

観客を魅了した大邱訪問団の声楽演奏
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芸
協
創
立
50
周
年
記
念
事
業
第
１

弾
は
、「
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
パ
ー

ト
Ⅳ
」
と
題
し
、
10
月
４
、５
の
２

日
間
に
亘
っ
て
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
。
華
道
、
書

道
、
茶
道
、
絵
画
、
文
芸
、
洋
楽
、

邦
楽
、
舞
踊
、
演
劇
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
た
企
画
は
、
個

性
豊
か
な
芸
術
性
溢
れ
る
演
目
が
続

き
、
当
協
会
な
ら
で
は
の
魅
力
的
な

発
表
と
な
っ
た
。

　

な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
企
画
は
、

　

全
国
各
地
域
に
お
い
て
芸
術
文
化

の
振
興
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人

及
び
団
体
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
讃

え
て
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
平

成
26
年
度
地
域
文
化
功
労
者
表
彰

は
、
11
月
６
日
に
東
京
・
霞
が
関
の

文
部
科
学
省
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

当
協
会
か
ら
は
書
道
部
の
大
友
青
陵

参
事
と
工
芸
部
の
渡
邉
榮
参
事
の
２

人
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

大
友
参
事
は
「
永
年
に
わ
た
り
、

書
家
と
し
て
優
れ
た
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
芸

術
協
会
参
事
を
務
め
、
地
域
文
化
の

振
興
に
貢
献
し
て
い
る
」
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
渡
邉
参
事
は
「
永
年
に
わ

た
り
、
木
工
作
家
と
し
て
優
れ
た
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
公
益
社
団
法

人
宮
城
県
芸
術
協
会
参
事
を
務
め
、

地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
て
い

る
」
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　

第
一
面
に
掲
載
し
た
と
お
り
、
宮

城
県
の
平
成
26
年
文
化
の
日
表
彰
で

当
協
会
が
表
彰
さ
れ
た
が
、
会
員
で

は
教
育
文
化
功
労
の
分
野
で
次
の
４

氏
が
選
ば
れ
、
昨
年
10
月
30
日
に
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
村

井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受

け
た
（
敬
称
略
）。

　

伊
藤
宗
圭
（
茶
道
部･

江
戸
千
家
）

　

坂
内
佳
禰
（
文
芸
部
・
俳
句
）

　

建
部
恭
子
（
書
道
部
）

　

橋
本
昌
彦
（
工
芸
部
・
陶
芸
）

　

当
協
会
は
平
成
26
年
、
創
設
の
昭

和
39
年
か
ら
満
50
年
を
迎
え
、「
芸

協
五
十
周
年
史
」
を
発
行
し
た
。
周

年
史
は
10
年
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
が
、
前
年
の
25
年
に
公
益
社
団

法
人
の
認
可
を
受
け
て
新
し
い
歴
史

も
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
、
従
来

と
は
少
し
異
な
る
内
容
も
盛
り
込
ま

れ
た
も
の
と
な
っ
た
。

　

170
ペ
ー
ジ
。
過
去
10
年
間
の
歩
み

の
ほ
か
に
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
衣
替

え
や
事
務
所
移
転
な
ど
に
つ
い
て
詳

述
し
て
い
る
。

　

書
道
部
は
、
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
県
内
の
小
・
中
学
校
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
講
師
派
遣
事
業
を
平

成
26
年
度
は
12
校
で
実
施
し
た
。

　

本
年
度
も
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
派
遣
を
希
望
す
る
学
校
が
多
く
、

子
ど
も
た
ち
は
書
道
部
会
員
の
専
門

的
な
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
宮
城
県

小
中
学
校
書
き
ぞ
め
展
の
課
題
な
ど

に
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。

初
日
冒
頭
で
展
開
さ
れ
た
14
流
派
合

同
に
よ
る
華
道
部
の
活
け
込
み
実
演

で
、
ス
テ
ー
ジ
一
面
に
活
け
ら
れ
た

見
事
な
創
作
作
品
が
来
場
者
に
強
烈

な
印
象
と
感
動
を
与
え
た
。

　

11
月
１
日
に
実
施
さ
れ
た
記
念
事

業
第
２
弾
「
半
世
紀
の
精
華
」（
宮

城
県
民
会
館
と
の
共
催
事
業
）
は
、

20
回
目
を
迎
え
た
仙
台
・
大
邱
国
際

交
流
事
業
を
組
み
込
ん
だ
４
部
構
成

の
大
規
模
な
企
画
と
な
っ
た
。
最
初

に
司
会
の
藤
沢
智
子
東
北
放
送
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
協
会
50
年
の
歩

み
が
紹
介
さ
れ
、
幕
開
け
に
「
越
後

獅
子
」
が
、
日
本
舞
踊
と
邦
楽
部
長

唄
の
コ
ラ
ボ
で
華
麗
に
上
演
さ
れ

て
、
祝
賀
を
飾
る
に
相
応
し
い
演
目

と
な
っ
た
。
第
二
部
の
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
や
第
三
部
の
韓
国
芸
術
家
に
よ
る

発
表
も
、
聴
衆
の
感
動
を
誘
う
素
晴

ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第

四
部
の
混
声
合
唱
組
曲
「
希
望
の
灯

火
」
は
、
特
別
に
編
成
さ
れ
た
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
約
120
名
の
混
声
合
唱
団

に
加
え
、
朗
読
と
５
名
の
ソ
リ
ス
ト

か
ら
成
る
壮
大
な
演
奏
で
聴
衆
を
魅

了
し
た
。

　

４
時
間
弱
の
公
演
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
約
千
人
の
殆
ど
の
観
客
に
最
後

ま
で
鑑
賞
し
て
頂
け
た
こ
と
、
当
初

目
標
よ
り
は
る
か
に
多
い
チ
ケ
ッ
ト

販
売
を
実
現
で
き
た
こ
と
は
、
記
念

事
業
部
会
の
代
表
世
話
人
と
し
て
安

堵
に
足
る
結
果
と
な
っ
た
。
両
事
業

の
出
演
者
お
よ
び
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
諸
氏

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。

創
立
50
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て

執
行
理
事　

渡
部　

勝
彦

地
域
文
化
功
労
者
文
科
大
臣
表
彰

大
友
青
陵
・
渡
邉
榮
両
参
事
が
受
賞

芸
協
か
ら
は
４
氏

県
文
化
の
日
表
彰

芸
協
50
周
年
史
を
刊
行

今
年
度
は
12
校
で
実
施
書
道
部
の
講

師
派
遣
事
業

書
道
部
会
員
の
指
導
で
筆
運
び
を
学
ぶ
利

府
小
学
校
の
子
ど
も
達
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当
協
会
工
芸
部
は
昨
年
11
月
、
宝

塚
ソ
リ
オ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
宝

塚
市
手
工
芸
協
会
主
催
の
第
18
回
宝

塚
市
手
工
芸
展
に
招
待
作
家
と
し
て

３
人
の
会
員
の
作
品
を
出
品
し
、
交

流
を
は
か
っ
た
。

　

宝
塚
市
手
工
芸
協
会
は
、
工
芸
、

染
織
、
皮
革
な
ど
、
手
工
芸
の
よ
り

高
い
芸
術
性
を
求
め
て
活
動
し
て
い

る
宝
塚
市
の
市
民
文
化
団
体
。
平
成

23
年
の
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
当

協
会
に
復
興
支
援
金
10
万
円
の
寄
贈

を
寄
せ
て
い
た
。
支
援
金
は
現
在
芸

術
祭
工
芸
部
門
の
宮
城
県
教
育
委
員
　

当
協
会
絵
画
部
で
は
東
日
本
大
震

災
を
機
に
、
兵
庫
県
洋
画
団
体
協
議

会
と
合
同
で
の
絵
画
作
品
展
（
平
成

25
年
１
月
・
神
戸
）
や
、
色
紙
作
品

展
（
平
成
26
年
１
月
・
石
巻
）
の
開

催
を
と
お
し
、
両
団
体
間
の
交
流
を

深
め
て
い
る
。

　

４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
１
月
８

日
か
ら
12
日
の
五
日
間
、
兵
庫
県
民

会
館
を
会
場
に
、
色
紙
作
品
展
を
開

催
。
当
協
会
か
ら
出
品
の
16
点
を
含

む
112
点
の
作
品
を
展
示
。
展
示
作
品

は
作
品
展
の
後
の
1
月
17
日
に
石
巻

市
内
の
仮
設
住
宅
に
贈
呈
さ
れ
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
を
訪
ね

る
今
年
度
の
海
外
研
修
旅
行
は
、
11

月
18
日
か
ら
22
日
ま
で
の
５
日
間
、

団
長
の
佐
々
木
光
一
執
行
理
事
ら
23

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

　

常
夏
の
バ
リ
島
は
10
月
か
ら
雨

季
。
平
均
33
度
の
最
高
気
温
、
湿
度

70
㌫
が
一
行
を
出
迎
え
た
。

　

二
日
目
の
19
日
、
テ
ィ
ル
タ
エ
ン

プ
ル
寺
院
へ
。
人
々
は
沐
浴
し
て
身

を
清
め
て
お
り
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木

陰
が
涼
し
か
っ
た
。
キ
ン
タ
マ
ー
ニ

高
原
へ
の
街
道
は
緑
が
深
ま
り
、
マ

ン
ゴ
ー
の
実
が
た
わ
わ
。
多
彩
な
プ

ル
メ
リ
ア
の
花
が
煉
瓦
色
の
瓦
の

家
々
に
咲
い
て
い
る
。
椰
子
の
木
、

バ
ナ
ナ
、
タ
ピ
オ
カ
の
林
な
ど
、
ま

さ
に
南
国
で
あ
っ
た
。
テ
ン
ガ
ナ
ン

村
で
世
界
で
も
珍
ら
し
い
と
さ
れ
る

グ
リ
ン
シ
ン
織
を
見
学
。
夕
食
は
夕

陽
を
眺
め
な
が
ら
ロ
ブ
ス
タ
ー
や
鯛

な
ど
の
海
鮮
料
理
を
満
喫
し
た
。

　

市
場
の
見
学
か
ら
始
ま
っ
た
三
日

目
は
、
今
回
の
主
た
る
訪
問
先
の
、

バ
リ
州
政
府
所
管
の
ア
ー
ト
協
会

へ
。
き
ら
び
や
か
な
バ
リ
舞
踊
の
歓

迎
の
も
と
、
双
方
代
表
の
挨
拶
。
記

念
品
の
贈
呈
、
記
念
撮
影
な
ど
に
続

い
て
、
バ
リ
島
の
ア
ー
ト
が
総
覧
で

き
る
展
示
室
へ
。
銀
細
工
・
絵
画
・

織
物
・
楽
器
・
仮
面
・
神
聖
な
牛
の

像
な
ど
を
、心
ゆ
く
ま
で
鑑
賞
し
た
。

特
に
絵
画
に
は
、
善
と
悪
を
テ
ー
マ

と
す
る
バ
リ
島
独
自
の
世
界
が
描
か

れ
て
い
て
、
印
象
的
だ
っ
た
。
民
族

楽
器
で
の
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
童
謡

の
演
奏
も
心
地
よ
く
、
名
残
を
惜
し

み
な
が
ら
協
会
を
後
に
し
た
。

　

こ
の
後
、草
葺
き
の
民
家
を
見
学
。

調
理
室
・
寝
室
・
米
蔵
な
ど
の
独
立

し
た
配
置
、
戸
窓
の
な
い
居
間
と
思

わ
れ
る
部
屋
の
開
放
感
な
ど
が
特
徴

だ
。
庭
に
は
五
つ
も
六
つ
も
祭
壇
が

祀
ら
れ
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
信
仰
の
深

さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
レ

ゴ
ン
ダ
ン
ス
の
眼
と
指
の
独
特
な
仕

種
、
打
楽
器
の
音
色
も
夢
の
よ
う
な

一
夜
と
な
っ
た
。

　

連
日
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
は
五
つ

星
。
宿
泊
棟
は
池
・
噴
水
・
プ
ー
ル
・

レ
ス
ト
ラ
ン
を
囲
み
、
全
体
が
海
へ

と
向
か
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
。
主
食
の
米
は
タ
イ
米
系
で
、
炒

飯
な
ど
の
焼
き
飯
は
違
和
感
が
な

く
、
美
味
し
か
っ
た
。

　

詳
し
く
は
触
れ
な
い
が
、
人
の
埋

葬
方
法
に
つ
い
て
は
シ
ョ
ッ
ク
で
体

が
震
え
た
。
果
物
で
は
「
ス
ネ
ー
ク

フ
ル
ー
ツ
」、花
で
は「
ヌ
サ
イ
ン
ガ
」

を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

◇
バ
リ
島
に
て
◇原

田
夏
子
（
文
芸
部
）

舞
姫
の
黒
き
瞳
の
動
く
と
き
両も
ろ
て手
の

白
き
指
撓し
な

ふ
と
き

石
工
ら
の
休
ま
ず
振
ふ
鑿の
み

の
さ
き
浮

か
び
出
づ
る
は
み
佛
の
笑
み

会
教
育
長
新
人
賞
の
副
賞
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。

　
今
回
作
品
を
出
品
し
た
の
は
、
工
芸

部
の
七
宝
作
家
で
あ
る
高
橋
通
子
参

事
と
佐
瀬
た
か
子
、
髙
橋
と
も
子
の

両
会
員
（
写
真
）。
展
示
終
了
後
、
宝

塚
市
手
工
芸
協
会
の
秋
山
文
子
会
長

か
ら
「
作
家
の
お
人
柄
が
う
か
が
え

る
素
晴
ら
し
い
作
品
の
出
品
に
感
謝

し
ま
す
」
と
い
う
お
礼
状
が
届
い
た
。

招
待
作
家
で
３
会
員
が
出
品

宝
塚
市
手
工
芸
協
会
と
交
流

甦
れ
東
北
色
紙
展
パ
ー
ト
４

兵
庫
県
洋
画
団
体
と
共
に
開
催

バリ島芸術文化交流の旅
心に残るアート協会の歓迎

文芸部　菊地　栄子

工芸部

研 修 旅 行
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平
成
26
年
度
第
４
回
理
事
会
が
昨

年
12
月
12
日
に
開
か
れ
、
平
成
27
年

度
の
予
算
編
成
方
針
な
ど
が
承
認
さ

れ
た
。

　

当
協
会
で
は
こ
の
４
年
間
、
事
務

局
移
転
に
伴
う
経
費
増
、
震
災
復
興

支
援
関
係
事
業
の
展
開
、
第
50
回
芸

術
祭
記
念
事
業
の
実
施
、
創
立
50
周

年
関
係
の
記
念
式
典
、
記
念
行
事
、

記
念
誌
発
行
な
ど
が
続
き
、
単
年
度

収
支
で
は
支
出
が
収
入
を
上
回
る
赤

字
決
算
が
続
い
て
い
た
。

　

理
事
会
で
は
、
記
念
事
業
等
が
一

段
落
し
た
平
成
27
年
度
は
通
常
年

ベ
ー
ス
に
戻
し
、
単
年
度
収
支
で
黒

字
と
な
る
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

予
算
と
す
る
こ
と
、
剰
余
金
は
今
後

の
記
念
事
業
の
た
め
の
資
金
と
し
て

積
み
立
て
る
こ
と
、
な
ど
の
基
本
方

針
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

　

提
案
の
主
旨
は
以
下
の
と
お
り
。

【
収
入
に
対
す
る
考
え
方
】

　

芸
協
の
50
年
に
わ
た
る
活
動
実
績

に
よ
る
社
会
的
認
知
と
、
公
益
法
人

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、

以
下
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

①
会
員
の
拡
大
＝
各
分
野
の
裾
野
拡

大
と
芸
術
文
化
向
上
へ
の
貢
献

②
賛
助
会
員
の
拡
大
＝
芸
術
協
会
及

び
芸
術
文
化
振
興
活
動
へ
の
社
会
的

理
解
の
促
進

③
協
賛
金
・
助
成
金
等
の
拡
充
＝
芸

術
協
会
の
公
益
的
事
業
の
充
実
と
経

営
基
盤
の
確
立

④
芸
術
祭
に
お
け
る
チ
ケ
ッ
ト
販
売

と
広
告
料
等
の
拡
充

【
支
出
に
対
す
る
考
え
方
】

①
全
体
事
業
予
算
は
通
年
ベ
ー
ス
の

予
算
を
基
本
と
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
さ
ら
に
深
化
し
た
事
業
と
な
る
よ

う
取
り
組
み
を
工
夫
す
る
。

②
芸
術
祭
巡
回
展
、
海
外
芸
術
団
体

と
の
交
流
事
業
、
研
修
旅
行
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
協
会
役
員
や
対
象
部

門
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
事
業
内

容
、
費
用
対
効
果
、
今
後
の
方
向
性

な
ど
を
検
討
し
、
予
算
の
見
直
し
を

行
う
。

③
法
人
運
営
の
ベ
ー
ス
と
な
る
固
定

費
（
事
務
所
管
理
費
等
）・
物
的
コ

ス
ト
（
通
信
運
搬
費
、
消
耗
品
費
、

印
刷
製
本
費
等
）、人
的
コ
ス
ト
（
人

件
費
・
旅
費
交
通
費
・
会
議
費
等
）

の
効
率
化
を
図
る
。

④
各
部
事
業
に
つ
い
て
は
ス
ク
ラ
ッ

プ
＆
ビ
ル
ド
に
よ
る
事
業
の
見
直
し

を
進
め
、
各
部
門
の
人
材
を
最
大
限

活
用
し
な
が
ら
幅
広
い
年
齢
層
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
魅
力
あ
る
公
益
的
事

業
へ
の
取
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

⑤
各
部
の
事
業
予
算
で
こ
れ
ま
で
執

行
実
績
の
な
い
科
目
に
つ
い
て
は
予

算
の
減
額
ま
た
は
削
減
に
努
め
る
。

⑥
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
の
承

認
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、事
業
内
容
、

収
支
見
込
み
、
事
業
の
定
着
見
通
し

な
ど
を
案
の
段
階
か
ら
の
執
行
部
へ

の
相
談
が
必
須
と
な
る
。

　

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
こ
の
予
算

編
成
方
針
は
、
12
月
19
日
開
催
の
部

長
会
議
で
各
部
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

今
後
、
こ
の
編
成
方
針
に
基
づ
い

て
各
部
門
の
予
算
案
が
作
成
さ
れ
、

執
行
部
に
よ
る
精
査
を
経
て
、
３
月

20
日
の
第
５
回
理
事
会
で
決
議
さ
れ

る
。

　

当
協
会
と
カ
メ
イ
美
術
館
の
共
催

に
よ
る
、
本
年
で
通
算
６
回
目
と
な

る
絵
画
展「
選
ば
れ
し
作
品
の
軌
跡
」

展
が
、
２
月
３
日
（
火
）
か
ら
３
月

15
日
（
日
）
ま
で
仙
台
市
青
葉
区
の

カ
メ
イ
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
は
平
成
元
年
か
ら
13
年
ま
で

の
宮
城
県
芸
術
祭
絵
画
展
の
日
本

画
、
洋
画
の
各
部
門
に
お
け
る
芸
術

祭
賞
受
賞
作
品
22
点
を
展
示
す
る
。

昭
和
を
終
え
、
平
成
が
始
ま
っ
た
13

年
間
の
芸
術
祭
絵
画
展
の
軌
跡
、
そ

の
集
約
と
も
い
え
る
作
品
展
と
し

て
、
多
く
の
来
場
者
が
期
待
さ
れ
る
。

　

会
期
中
の
２
月
14
日
（
土
）
午
後

２
時
か
ら
は
出
品
者
の
作
品
解
説

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
３

月
７
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
は
昨

年
開
催
し
、
好
評
を
博
し
た
ギ
ャ
ラ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
企
画
し
て
い
る
。

　

洋
楽
部
に
よ
る
「
み
や
ぎ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
in
か
み

ま
ち
」
が
２
月
15
日
（
日
）、
当
協
会

と
加
美
町
、
宮
城
県
文
化
振
興
財
団
の

共
催
に
よ
り
、
中
新
田
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
。

　
本
年
度
は
「
羽
ば
た
け
未
来
へ
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
四
部

で
構
成
さ
れ
る
。

　
内
容
は
、
第
一
部
が
町
内
小
学
校
２

校
の
金
管
バ
ン
ド
と
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル

管
弦
楽
団
管
楽
奏
者
と
の
コ
ラ
ボ
作

品
の
演
奏
、
第
二
部
が
加
美
町
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
和
太
鼓
と
合

唱
の
演
奏
、
第
三
部
が
芸
協
会
員
に
よ

る
弦
楽
四
重
奏
と
弦
楽
合
奏
に
加
え
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
と
テ
ノ
ー
ル
・
バ

リ
ト
ン
の
独
唱
、
第
四
部
は
バ
ッ
ハ

ホ
ー
ル
管
弦
楽
団
と
芸
協
会
員
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
独
奏
や

演
奏
と
な
る
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
は
、
当
協

会
が
県
民
芸
術
活
動
の
活
性
化
や
人

材
育
成
や
教
育
的
貢
献
を
目
的
に
地

域
の
教
育
委
員
会
な
ど
と
連
携
し
て

実
施
し
て
い
る
音
楽
会
で
、
毎
回
芸
協

会
員
と
地
元
の
音
楽
団
体
が
共
演
す

る
企
画
が
好
評
を
得
て
い
る
。

　

本
年
で
35
回
目
の
開
催
と
な
る
ピ

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
を
予
選
２
月
15
日

（
会
場
・
仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館
）、

本
選
３
月
25
日
（
仙
台
市
宮
城
野
区

文
化
セ
ン
タ
ー
）の
日
程
で
開
催
す
る
。

　

審
査
に
は
洋
楽
部
会
員
が
あ
た

り
、
本
選
審
査
員
長
に
は
外
部
よ
り

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
関
孝
弘
氏
を
迎
え
る
。

　

申
し
込
み
は
１
月
13
日
に
締
め
切

ら
れ
、
応
募
者
は
75
名
と
な
っ
た
。

 
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予
算
を

来
年
度
予
算
の
編
成
方
針
を
承
認

カ
メ
イ
美
術
館
共
催
絵
画
展

テ
ー
マ
は
「
選
ば
れ
し
作
品
の
軌
跡
」

２
月
15
日
中
新
田
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
で
開
催

第
35
回
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

予
選
２
月
15
日

　
　

本
選
３
月
25
日

第４回理事会

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
in
か
み
ま
ち
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遅
ま
き
な
が
ら
、
新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
未
（
羊
）

年
。
穏
や
か
な
一
年
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
▼
昨
年
の
午
（
馬
）
年

は
ひ
ど
か
っ
た
。
暴
れ
馬
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
ほ
ど
波
乱
に
満
ち
た
一

年
で
あ
っ
た
。
近
年
の
異
常
気
象
が

昨
年
は
一
層
際
立
っ
て
見
え
た
。
度

重
な
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
竜
巻
の
襲

来
。
狭
い
国
土
で
象
徴
的
な
が
け
崩

れ
、
土
砂
崩
れ
に
地
震
や
予
期
し
得

な
か
っ
た
火
山
の
噴
火
も
▼
年
の
暮

れ
に
は
、
想
定
外
だ
っ
た
と
も
言
え

る
衆
院
解
散
、
総
選
挙
ま
で
。
年
末

の
国
会
で
第
97
代
首
相
に
指
名
さ
れ

た
安
倍
首
相
は
、
選
挙
で
全
面
的
な

支
持
を
受
け
た
と
ご
機
嫌
だ
が
、
そ

れ
は
ど
う
か
。
中
国
、
韓
国
と
の
関

係
改
善
は
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
憲

法
改
正
へ
の
前
の
め
り
の
姿
勢
も
気

に
な
る
。
こ
う
し
た
時
こ
そ
、
芸
術

文
化
の
出
番
で
は
な
い
か
、
と
思
う

▼
本
年
度
の
河
北
文
化
賞
を
当
協
会

が
受
賞
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
期
待

が
バ
ッ
ク
に
あ
っ
て
の
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。
受
賞
を
機
に
、
私
た
ち
へ

の
期
待
を
背
に
感
じ
な
が
ら
、
一
層

の
精
進
を
重
ね
て
い
く
こ
と
。
す
べ

て
の
会
員
に
課
せ
ら
れ
た
宿
題
だ
と

思
い
た
い
。 

（
恂
）

事
務
局
日
誌

会 
務 
報 
告

12
・
５　

第
51
回
宮
城
県
芸
術
祭
実
行

委
員
会 

○
第
51
回
宮
城
県
芸
術
祭
実
績
報
告

○
各
部
門
か
ら
の
報
告

12
・
12　

理
事
会 

○
平
成
27
年
度
予
算
の
編
成
方
針
に
つ

い
て

12
・
19　

部
長
会
議 

○
平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に
つ

い
て

○
部
長
会
議
の
運
営
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
第
２
回
日
本
画
・
緑
彩
会
展

11
月
11
日
～
16
日　

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
第
38
回
一
般
社
団
法
人
二
科

会
写
真
部
東
北
地
区
公
募
展

11
月
28
日
～
12
月
２
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
美
里
町
「
河
北
展
」

11
月
29
日
～
12
月
７
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
写
真
展

１
月
７
日
～
13
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
専

☆
東
北
書
道
新
春
選
抜
展

１
月
16
日
～
21
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

近
藤
孝
則
・
萩
汀　

陶
芸
と
書
道
の

作
品
展

１
月
16
日
～
21
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

和
ご
こ
ろ
み
ら
い
コ
ン
サ
ー
トV

ol.

Ⅰ
「
春
の
い
ぶ
き
～
和
楽
器
・
洋
楽

器
に
よ
る
～
」

１
月
31
日

仙
台
市
宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
74
回
春
の
い
け
ば
な
展

１
月
31
日
～
２
月
３
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

萩
岡
會
仙
台
支
部
箏
曲
演
奏
会
～
波

の
系
譜
～

２
月
15
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
第
32
回
白
土
会
展

２
月
20
日
～
25
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
華
麗
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ　

芸
術
の
世
界

２
月
20
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
第
27
回
い
ず
み
絵
画
協
会
展

２
月
27
日
～
３
月
５
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆ 
第
10
回D

ance Com
petition in 

　

Sendai 2015

３
月
７
日
～
８
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆ 

夢
見
る
宇
宙
と
音
楽
と
〈
音
で
紡
ぐ

言
葉
の
花
束
〉

３
月
12
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台　

☆ 

第
10
回A

LL N
IPPO

N
 D

.A
.T

.E 

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ンM
IY

A
GI

３
月
31
日
～
４
月
２
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
小
野
恬
日
本
画
展

４
月
３
日
～
８
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
78
回
河
北
美
術
展

４
月
23
日
～
５
月
５
日

藤
崎
本
館

☆
和
京
会
展

４
月
24
日
～
29
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

子
ど
も
の
村
東
北
支
援
の
た
め
の

Charity Concert vol.2

４
月
30
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
68
回
二
紀
展
仙
台
巡
回
展

５
月
１
日
～
６
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
82
回
独
立
展

　

 〈
洋
画
〉
▽
佳
作
賞
＝
星
健
悦
▽
入

選
＝
安
達
秀
子
、
大
坂
祥
春
、
数
本

奈
智
子
、
兵
藤
洋
子
、
帆
苅
清
治
、

星
健
悦
、
本
田
崇
、
町
田
美
野
、
三

浦
一
博
、
目
黒
喜
三
郎
、
山
形
牧
子

◇
第
39
回
新
芸
術
展

　

▽
東
京
都
知
事
賞
＝
中
鉢
徳
子

　

▽
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
賞
＝
菊
地
禮
蔵

　

▽ 

評
議
員
推
挙
＝
菊
地
禮
蔵
、
中
鉢

徳
子

◇
第
62
回
二
科
会
写
真
部
展
（
本
展
）

　

▽
入
選
＝
尾
形
昌
文

◇ 

第
38
回
二
科
会
写
真
部
東
北
地
区
公

募
展

　

 

▽
東
北
地
区
大
賞
＝
尾
形
昌
文
▽
モ

リ
ン
ダ
賞
＝
佐
藤
明
▽
リ
ア
ス
ア
ー

ク
美
術
館
賞
＝
小
野
寺
亨
▽
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
築
館
賞
＝
鈴
木
宏
子
▽
ス

タ
ジ
オ
ス
マ
イ
ル
賞
＝
庄
子
紀
枝

◇
第
64
回
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
展

　

▽
佳
作
賞
＝
齋
藤
正
和

◇
改
組
新
第
1
回
日
展
入
選

　
 〈

日
本
画
〉
天
笠
慶
子
〈
洋
画
〉
佐

藤
幸
子
、
原
秀
一
、
吾
妻
篤
、
佐
藤

み
え
子
、
関
根
光
次
、
志
賀
一
男
、

松
永
弘
〈
工
芸
美
術
〉
水
無
瀬
守
、

平
澤
富
子
、
川
北
京
子
〈
書
〉
髙
野

芳
月
、
加
藤
松
軒

◇
第
30
回
河
北
写
真
展

　

 

▽
東
北
の
祭
り
部
門
・JA

L

賞
＝
三

塚
律
子
、
岩
手
県
知
事
賞
＝
小
住
正

吾
、
入
選
＝
若
生
博
、
菅
井
真
紀
子
▽

東
北
の
風
景
部
門
・
入
選
＝
佐
々
木

章
逸
、
松
本
隆
、
佐
藤
節
子
、
小
野

寺
亨
、
菅
井
真
紀
子
▽
東
北
の
食
部

門
・
入
選
＝
菅
井
真
紀
子
、
小
住
正
吾

受
　
贈
　
書
（　

)

は
寄
贈
者

宮
城
の
現
代
詩2014

／
宮
城
県
詩
人

会
10
年
史
（
宮
城
県
詩
人
会
事
務
局
）、

歌
集　

現
世
（
原
田
夏
子
）、
き
た
ご

ち
俳
句
歳
時
記
（
柏
原
眠
雨
）、「
書
芸

苑
」
八
〇
〇
号
記
念　

宮
城
野
書
人

会
展
（
嵯
峨
大
拙
）、
句
集　

染
師
町

（
屋
代
ひ
ろ
子
）、
合
同
歌
集　

山
茶
花

　

第
六
集
（
大
友
圓
吉
）、
歌
集　

鳥

は
雲
か
ら
（
菊
地
か
ほ
る
）、
第
39
回

素
心
會
書
展
作
品
集
（
素
心
書
道
会
）、

現
代
生
活
語
詩
集2014　

昨
日
・
今

日
・
明
日
（
牛
島
富
美
二
）

謹
　
　
弔

茶
道
部
（
三
彩
流
） 

杉
華
芳
殿

平
成
26
年
９
月
16
日

書
道
部 

秋
元
利
治
殿

10
月
23
日

書
道
部 

大
宮
司
松
翠
殿

11
月
５
日

書
道
部 

佐
藤
喜
峯
殿

11
月
16
日

文
芸
部
（
短
歌
） 

伊
知
地
牧
殿

11
月

写
真
部 

佐
山
淳
殿

12
月
12
日

『
宮
城
県
芸
術
協
会
五
十
周
年
史
』

の
訂
正

◇
66
頁
下
段
・
67
頁
上
段

第
四
十
九
回
宮
城
県
芸
術
祭
絵
画
展

お
よ
び
第
五
十
回
宮
城
県
芸
術
祭
絵

画
展
の
審
査
員
に
「
櫻
田
勝
子
」
を

追
加

◇
82
頁
上
段

川
村4

京
子
→
川
北4

京
子

同
下
段

河4

北
京
子
→
川4

北
京
子


